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Development and evaluation of ball catching 
pattern in young children . 

Kazuhiko NAKAMURA and Masashi MIYAMARU 

The purposes of this study were to examine the develomental process of catching pattern using 

an observational method and to test the reproducibility of the catching pattern and the objectivity of 

the observational evaluation of catching pattern in young children . 

Young children (259 boys and 253 girls) between the age of 3 and 5 were asked to catch an aerial 

ball projected by the equipment . Their catching motion was recorded by a video camera and classified 

into five typical catching patterns by the observational evaluation method based on 11 motion 

categories . Reproducibility of the catching pattern was tested by comparison between both scores of 

the evaluation of the first and the second trials of catching in each subject . Objectivity of this method 

was also tested by comparison between both scores of the evaluation obtained by the scale attempted 

and ten nursery school teachers . 

Results were summarized as follows; 

1 ) Catching pattern developed along with age from the immature pattern-1 to more mature pattern-5 

progressively . 

2 ) There was a significant positive correlation between age in months and catching pattern develo-

ment (boys:r=0 . 664 , girls:r=0 . 670) . 

3 ) The ratio of the agreement and the coefficients of correlation between the first and the second 

evaluation was significantly high (ratio of agreement=85 . 9% , r=0 . 911:p<0 . OO1) . 

4 ) The ratio of agreement and the coefficients of correlation between both scores obtained by the 

scale attempted and ten nursery school teachers were significantly high (ratio of agreement = 94 . O% . 

r=0 . 982:p<0 . OO1) . The results of analysis of variance indicated also that there was no objection to 

use the observational method. 

5 ) These results suggested that the observational･ method was applicable for the evaluation of the 

development in catching pattern of young children . 
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運動がどのような仕方でなされるかといったよう

に，動作様式の観点から幼児の動作発達を評価す

る方法5〕9）がとられており，かつその必要性が高

まってきている。

　また幼児の運動発達の評価は，研究の分野でな

されるだけでなく，幼児の教育実践の分野で用い

られ，運動保育に役立つ方法でなされなければな

らないであろう。

　そうした立場から，筆者らはこれまでに，幼児

の跳動作13），投動作14），ころがり動作15〕について，

その動作様式の発達を観察的に評価する方法を明

らかにし，またその動作様式の再現性および評価

方法の客観性の検討を進めてきた。筆者らのこれ

までの報告では，幼児の動作様式の発達を観察的

に評価する方法は，幼稚園や保育所において十分

利用できるものであり，実用性，簡易性の高い方

法であることが確かめられている。

　そこで本研究は，幼児の捕球動作をとりあげ，

その動作様式の発達を観察的に評価する方法を検

討するとともに，捕球動作様式の再現性および保

育者による評価の客観性についての検討を試みる

ものである。

　幼児の捕球動作の発達については，Cratty1〕，

DeOreo2），Ga11ahue3〕，Haywood4〕，McC1enaghan

とGa11ahue9），Meine110〕，宮丸ら11〕12〕，Roberton

ら’6〕’7），Wickstrom’9〕，W11iams2ωによって多く

の報告がなされているが，幼児教育にあたる保育

者による評価の可能性について言及した報告はみ

られない。

II．研究方法

1．実験方法

　公立保育所の3歳児クラスから5歳児クラスの

幼児512名（男子259名，女子253名）を被験者とし

た。捕球動作を実施させるにあたり，ボールの落

下における重量加速度を応用し，常に同一条件で

ボールを投射することが可能な装置（厚さ2．5cmの

合板を斜めに固定し，地上から2．6mの地点より，

ボールを落下させるもの）を作製した。この装置

の前に被験者を立たせ，一同一の速度で同じ距離に

飛んでくるゴムボーノレ（直径21㎝）の捕球動作を

2回づっ実施させ，その全ての動作局面を側方よ

りビデオカメラ（60fps）で撮影した。また，5回

の試技で捕球成功回数を測定し，捕球動作におけ

る運動パフォーマンスをとらえた。被験者の身体

的特性は，表1のようであった。

2．捕球動作様式の評価方法

　被験者の捕球動作の観察をもとに，図1に示さ

れるような準備局面での腕の動作に関する3項目，

主要局面での腕の動作に関する5項目，ボールに

対する逃避反応に関する3項目，計11項目を幼児

の捕球動作様式の発達をとらえるための動作カテ

ゴリーとして設定した。その過程では，捕球動作

様式に関する先行研究3〕9〕12〕16〕1舳にみられた動作

カテゴリーが参考となった。

　次にこれらの動作カテゴリーの組み合わせに

よって，捕球動作の類型化を行い，幼児期の初期

において出現する未熟型から，洗練化された成人

の捕球動作に近い成熟型まで，幼児の捕球動作の

発達を5つの典型的な動作パターンに分類した。

特に，主要局面での腕の動作に関する5つの動作

カテゴリーを，それぞれのパターンを特徴づける

キーカテゴリーとした。5つの捕球動作様式の動

作パターンの典型は，図1のようであった。

　さらにPatten－1からpattem－5までの捕球動作

にそれぞれ1点から5点の動作得点を与えて，動

作様式の発達を数量化して処理した。

　以上のような動作パターンを基準として，ビデ

Tab1e1．Physica1characteristics　of　the　subjects．

　　　Mean　age
n　　　（months）

Body　height　　Body　weight

　（Cm）　　　　　（㎏）

3－years－o1d

4－years－o1d

5－years－old

Boy
Gir］

Boy
Girl

Boy
Gir1

67

60

101

82

91

111

43．4±5，7

43．6ニヒ4，5

57．5＝ヒ3，3

57．O±4，0

68．8±3，4

68．6±3．5

97．1±4，2

95．7ニヒ4．3

105．4ニヒ4．5

102．8ニヒ4．3

111．3±4．8

109．8＝ヒ4．7

15．1：ヒ1，5

14．7±ユ．8

18，0＝ヒ3，3

16．8＝ヒ2，4

20．3±3，8

19．2：ヒ2．5

Va1ues　are　means±SD
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MOT　ION　CATEGORY CATEGORY
　N　U　MB　E　R

MOTOR　　　SCORE
P　A　T　T　E　R　N

Pat，61’n　1

《Preliminaryarmsac七ion》
1．　＾r111s　are　extended　and　he1d　s士i　ff　ly．

2．　＾rms　are　flexed　sligh七1y　in　fron七〇f　七he1〕ody．

3．　＾rIlls　are　he　l　d　re　l　axed　at　the　s　ides　or　i　n　f　ront

　of　body。

《＾rmsac士i㎝forcatchi㎎》

④g（1・・2） ■

S七raightenarms七〇thebal1．
（wi七hou七catchingac七i㎝）

ScooP・uP　and　ca七ch　the　bal　l　using　ar㎜s　and　body．

（い廿shove川㎎ac七ion）
Cl　u士ch　and　ca士ch　七he　bal　I　us　i　ng　arIos　an［I1〕ody．

（｝ithclaPPi㎎action）
Catch　七11e　bal1　with　hands　a1one．

（HandsarecuPPudwiththe1i七tlefi㎎erstogether．）
Ca七ch　七he　bal　I　｝i士h　hands　aI　one．

（HandsarecuPPedwi舳洲e士hu皿bs士oge舳er．）

《＾voidance　reac七ion・士o　the　1〕al　I》

9．　Tu　rn　七he　head　t〇　七he　s　i　de　and／or　lean　the　trunk

　bac㎞ardsligh七1y．
10．　Close　七he　eyes　a士　the　catchi　n9．

11．　Chase　七he　bol　l　in七〇　七he　hands　witl1ou士　avoidance

　reaCt　i　On．

⑤、（1・・2）

（9or10）

Patt6rn　2

⑥（1・・2）
（9or工0）

Pa“6r・13

3

⑦（2・・3）

（10or11）

Patt8rn4

　　0
4　．

⑧（2・・3）

（10or11）

Patt61－n5

5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○…k・y・・七・9・・y

　　Fig．1　Five　typica1catching　pattems　in　young　chi1dren　c1assified　by　using　l1motion　categories．

オに収録した捕球動作をモニターテレビ画面上で　　　用いて，直接対象児の保育にあたっている保育経

観察し，動作カテゴリーをチェツクして全幼児の　　験5年から29年まで（平均13．9年）の保母10名に，

捕球動作様式を分類，評価した。なお，2回の試　　　これらの幼児の捕球動作様式の観察的評価を実施

技の動作様式に違いがある場合は，動作様式が優　　　させ，その評価結果と筆者らの評価結果との比較

れている試技を評価の対象とした。　　　　　　　　から評価法の客観性について検討レた。

3．観察的評価法の検討

　512名の幼児全員の1回目と2回目の試技につ　　　m．結果および考察

いて前述した判定基準によって，捕球動作の観察　　　1．捕球動作様式の発達

的評価を実施し，その評価結果を比較することに　　　　表2は，本研究の対象児の捕球動作得点と捕球

よって，捕球動作様式の再現性について検討した。　　成功回数の年齢別，性別の平均値および標準偏差

　また，同一保育所に所属する幼児58名を対象に　　　を示したものである。

Tab1e2． Means　and　standard　deviations　of　catching　pattern

score　and　frequency　of　success　re1ated　to　age　and

SeX．

Catching　pattern　score　Frequency　of　success

　　　　　　　　　　　　（timeS）

　M±SD　age－dif．　M±SD　age－dif．

　　3－years－o1d

Boy　4－years－old

　　5－years－old

　　3－years－o1d
Gir1　4－years－old

　　5－years－old

1．94＝ヒO．67

3．03＝ヒO．84

3．65＝ヒ0，86

1．83＝ヒO，74

2．70土O．73

3．59士O．84

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

2．30一二1，68

3．96ニヒ1，22

4．49＝ヒO．85

2．43＝ヒ1，80

3，87±ヒユ．03

4．55＝ヒO．81

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊

＊＊：P＜0．01
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　捕球動作得点は，男女とも加齢につれて増大し，

各年齢の平均値の差の検定（t検定）を試みた結

果，各年齢問において1％水準の有意差が認めら

れた。また，捕球成功回数も，経年的に増加し，

男女とも，各年齢問で1％水準の有意差が認めら

れた。

　この結果は，幼児期においては年齢が増加する

にしたがって捕球動作様式が未熟型から成熟型に

向けて発達し，同時に捕球成功回数も増大する傾

向を示している。

　図2は，月齢と捕球動作得点との関係を示した

ものである。両者の問には，男子でr＝0，664，女

子でr＝O．670といずれもO．1％水準で有意な正の

相関関係が認められた。全体的には，加齢にとも

なって，捕球動作様式が発達する傾向であるが，

各パターンの出現には月齢で15ケ月から40ケ月の

隔たりがあった。また，同一月齢の幼児の動作様

式に違いが認められ，幼児の捕球動作様式の発達

にはかなりの個人差があることが明らかになった。

　幼児期の捕球動作の発達について，Cratty’〕，

Ga11ahue3），McC1enaghanとGa1lahue9〕，，

Wickstrom19〕，Wi11iams刎は，いずれも3段階の

発達過程があるとしている。また，宮丸11〕12）は3歳

o5

…4

邑、3

…2’
竈

o　1’

8oy
ツーO，065X－0，795

f－0，664

pくO．001

■　　　■■　■■■■■●■■■●■■　■■

●■■■　■■■　■■●■●■■　■■　　■●　■　　■

o5
5
　41≡

a3
毫2；
…
；

　1

30　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　’60　　　　　　　70

　　　　　　　　　＾g61nπ10ntI1S

Glrl

ソー0，066Xi1．O01

r－0，670

pく0．001

　　　　30　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　　60　　　　　　　70

　　　　　　　　　　　　　＾961n　months

Fig．2　Re1ationship　between　age　in　months　and

　　　catching　Pattern　score．

から8歳の子どもの捕球動作様式の発達を5段階

でとらえている。さらに，MeineI1o）は「一般的に

いって，捕ろうとする構えがどんどん分化し，捕

る動作のなかに少しずっ全身が参与し，さらにか

らだで受けるような捕り方から手だけでの捕り方

に発達していくのが確認されるものである。」と述

べている。

　本研究における捕球動作の発達過程も，これら

の先行研究の結果とほぼ同様であった。すなわち，

年少児には，両腕をそろえて伸ばした構えでボー

ルを待ち，両腕をボールの方へ動かすものの捕球

動作はみられない未熟なPattern－1が見られ，逃

避反応が著しい動作であった。次には，両腕です

くいあげるような動作のPattem－2や両腕で左

右からはさみつける動作のPattern－3が多く見

られるようになった。やがて，両手の手掌で捕球

できる成熟型が多く認められるようになった。こ

のような発達経過は，最も未熟なPattem－1の段

階，両腕と上体を使ってかかえ込むPattem－2，

Pattem－3の段階，そして手掌だけで捕球する

Pattem－4，Pattem－5の段階，の3段階に区別

することもできよう。

　ところで，飛来するボールの捕球には，ボール

の軌道を先取りすることが必要となる。Pattem－1

のような未熟な段階では，ボールに対する反応が

遅延するとともに，頭部や上体を側方や後方に向

ける逃避反応が著しかった，しかし，手掌で捕球

する段階になれば，逃避反応は少なく，ボールが

手にはいるまで確実に追視する傾向が認められた。

初期には受容器と効果器のmatchingは不完全で

あるが，手掌で捕球するようになれば両者のmat－

chingはきわめて正確なものになっていると考え

られる。したがって，幼児期の捕球動作の発達は，

spacingやtimingなど認知の発達に依存してい

ることが示唆される。

　図3は，捕球動作パターン別に5回の試技にお

ける捕球成功回数の割合を示したものである。動

作様式が未熟型から成熟型に進むにつれて，捕球

成功回数が増大していることが示されている。本

研究の被験者の捕球動作得点と捕球成功回数との

間には，男子r＝01527，女子r＝0，536といずれ

も011％水準で有意な正の相関関係が認められ，全

体としては，捕球動作様式が発達している幼児ほ

ど捕球成功回数がが多いという関係が明らかに

なった。
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　しかし，図3に示されるように，動作様式が同

じであっても，成功回数には2回から5回の違い

があること，また成功回数が等しくても動作様式

には1段階から4段階の違いがあることが明らか

であった。

　これらの結果から，幼児期の捕球運動の発達は，

捕球成功回数から評価されるだけではなく，動作

様式の面からもその発達を評価する必要があるこ

とを示唆している。

　幼児期の運動系の発達が，神経系の成熟を背景

とした調整系に依存していることを考慮すれば，

運動協応性の観点からこの時期の捕球動作様式の

発達をとらえることは極めて妥当なことであると

いえよう。

2．捕球動作の観察的評価法の検討

　本研究の結果および考察からみて，本研究で用

いた捕球動作様式を観察的に評価する方法は，幼

児の捕球運動の発達をとらえる上で妥当性をもつ

ものと考えられる。

　　　　　｛％，50　　　　　　　　　　　100

Pa甘6m1
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麗麗≡…［コ慶11嚢ヨ㎜騒綴
　0　　　　　1　　　　　2　　　　　3　　　　　4　　　　　5

　　　　　　Fr6qu6ncy　of　succ8ss“lm6s，

Fig．3　Percent　of　frequency　of　success　in　each

　　　catching　Pattern、

　また，この評価方法は，日常の保育場面での幼

児の活動を観察することによってとらえることが

可能であり，実用性や簡易性の高い評価方法であ

るといえる。

　そこで，同一被験者の2回の試技が安定してお

り，再現性のあるものかどうか，また異なる検者

が同一試技の捕球動作を観察的に評価した結果が

安定しており，客観性のあるものであるかどうか

について検討を加えた。

（1）再現性の検討

　図4は，本研究の被験者となった512名の幼児全

員の1回目と2回目の捕球動作様式の評価結果を，

動作得点別の度数分布で示したものである。

　2回の評価結果の度数分布は類似しており，動

作得点の平均値および標準偏差は1回目が
2，850±1，053点，2回目が2，840±1，030点と非常

に近似した値を示し，両者の問に統計的に有意な

差は認められなかった。

　また，2回の評価結果は85，9％の一致率を示し，

その相関係数はO．911とO．1％水準で有意な相関関

係が認められた。

＞
0
E
Φ
コ
O一

Φ

u■

200

150

100

50

□　　　T110刊rst　t8st　　　　M．，2，850　　　　S．D．一1．053

圏　　　The　s8cond　t6s－　　　　M．一2，840　　　　S．D．一1．030

　　　　1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

　　　　　　　　　　Catching　Pattern　score

Fig．4　Comparison　of　the　distribution　of
　　　　catching　pattem　score　between　the　first

　　　　and　the　second　tria1perfornユed　by　young

　　　chi1dren．
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　以上のような2回の評価結果の検討から判断し

て，幼児の捕球動作様式は高い再現性があり，観

察的に評価する方法は信頼性をもつものとみられ

る。

（2）客観性の検討

　図5は，同一保育所に通う58名の幼児を対象と

した筆者らの評価結果と，同保育所の保母10名の

評価結果とを動作様式別の度数分布で比較したも

のである。また，表3は10名の評価結果の平均値

と標準偏差，および筆者らと10名の保母との評価

結果の一致率と相関係数とを示したものである。

　評価結果の度数分布は，保母によって多少の違

いがみられたものの，筆者らの評価結果とほぼ類

似した傾向を示し，10名の保母の評価結果の平均

値および標準偏差は，いずれも筆者らの結果と近

似した値を示した。

　また，評価結果の一致率は，89．7％から98．3％

の範囲にあり，平均で94．0％と高い一致率であっ

た。さらに，相関係数はr＝0，968からr＝O．994

の範囲にあり，10名の評価結果とも筆者らの評価

結果との問にO．1％水準で有意な相関関係が認め

られた。

　これらの結果は，捕球動作様式を観察的に評価

する方法が高い客観性をもつことを示している。

　さらに，評価結果の変動量から客観性について

の検討を加えるために，10名の保母の評価につい

て分散分析を行った結果は，表4のようであった。

　観察者である保母問の分散比は1，063と小さい

値であることから，保母による評価結果の変動は

十分誤差の範囲内に入り，客観性のある評価方法

であることが示された。

　また，被験者間の分散比は313，521であり，危険

率O．1％で有意性があることから，本研究で用いた

観察的な評価方法は捕球動作様式の個人差を評価

するに十分な評価結果をもたらしうることが明ら

かになった。さらに，客観性を評価する係数は

O．967であり，このことからも高い客観性をもつも

のと判断される。

25

20

δ
515
｝

2u－
　　10

5

O

Sca1e　attempted

12345678910

Nurs6ry　sch◎o1t6ach6r

Fig．5

　　　1　　　　　　　2　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

　　　　　　　　　　　　　　Catching　Pattem　score

Distribution　of　catching　pattern　score　obtained　by　the　sca1e　attempted　and　ten

nursery　schoo1teachers．
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Tab1e3． Means　and　standard　deviations　of　the　catching　pattern　score　obtained　by　the　scale　attempted　and

ten　nursery　school　teachers，and　the　ratios　of　agreement　and　coefficients　of　core1ation　between

both　resu1ts　of　the　sca1e　attempted　and　ten　nursery　schoo1teachers．

　Scale

attempted　　1　　　2　　　3　　　4

Nursery　school　teacher

5　　　6　　　7　　　8　　　9　　10　Mean

Mean　of　scores　　3．069　　3．086　3．086　3．086　3．017　3．086　3．017　3．052　3．086　3．034　3．052　3，060

Standard　deviation　　　　　1．212　　　　1，261　　ユ．261　　1．232　　1．263　　　1．204　　1．235　　1．248　　1．204　　1．284　　1．248　　　1．244

Ratio　of　agreement

Coefficient　of

　COrrelatiOn

94．8％94．8％94．8％91．4％98．3％94．8％91．4％94．8％89．7％94．8％94．0％

　＊＊＊　　＊＊＊　　＊＊＊　　＊＊＊　＊＊＊　　　＊＊＊　　＊＊＊　＊＊＊　　　＊＊＊　　＊＊＊　　＊＊＊

O．984　　0．984　　0．983　　0．973　　0．994　　0．984　　0．972　　0．982　　0．968　　0．983　　0．982

＊＊＊：P〈O．OO1

Table4． Results　of　ana1ysis　of

observationa1evaluation．

variance　for　objectivity　　of　the

Sum　of　square Degree　of

freedom
Mean　F－value　　P
Square

Subjects

Observers

Standard　error

857．788

　0．457

24．643

57　　　　　　15．049　　　313，521　　　＜O．001

　90．0511．063
513　　　　　　0．048

Tota玉 882．888 579　　　　　　　1．525

Tab1e5． Tentative　norm　for　the　observationa1eva1uation　of　the

catching　pattern　development　re1ated　to　age．

Deve1opmental

　　leVel

Catching　Pattern

Boy　　　　　　　Gir1

3－years－old

4－years－old

5－years－old

Good
Average

Poor

Good
Average

Poor

Good
Average

Poor

Pattern3，4，5

Pattern2，

Pattern1

Pattern4，5

Pattern3

Pattern1，2

Pattern5

Pattern3，4

Pattern1，2

Pattern3，4，5

Pattern2，

Pattern1

Pattern4，5

Pattern2，3

Pattern1

Pattern5

Pattern3，4

Pattern1，2

　したがって，先に検討した投動作様式14〕やころ

がり動作様式’5〕の場合と同様に，幼児の捕球動作

様式は高い再現性をもち，また捕球動作様式の発

達を観察的に評価する方法は高い客観性をもつこ

とが明らかになり，保育現場の指導者にも適用可

能なものであることが示唆された。

　本研究の結果は幼児の捕球動作の発達を5つの

パターンによって5段階でとらえられること，さ

らには，その方法として観察的に評価することが

可能であることを示している。

　しかし，標準化された観察的評価法とするため

には，年齢を考慮した評価基準を作成することが

必要である。

　現段階では，各年齢別にその動作得点の平均値

と標準偏差にもとづく3段階評価の方法を採用す

ることが考えられる。

　そこで，年齢別に捕球動作の発達を3段階

（Good，Average，Poor）でとらえるための試験
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的な評価基準を求めた結果は表5のようであった。

この基準は，あくまでも本研究の被験者から得ら

れた試案にすぎず，さらに多くのデーターを集め，

より適切な評価基準を作成することを今後の課題

としたい。

　また今後は，他の基本的動作の発達についても，

観察的な評価の方法を検討していきたいと考えて

いる。

IV．要　　約

　幼児の捕球動作様式の発達過程を明らかにし，

さらに幼児の捕球動作様式の再現性と，捕球動作

を観察的に評価する場合の客観性について検討を

行った。

　本研究の結果は，以下のように要約される。

11捕球動作様式は，未熟型のpattern－1からよ

　　り成熟したpattem－5まで，経年的に発達す

　　ることが明らかになった。

2．月齢と捕球動作様式の発達との問には男子

　　r＝O．664，女子r＝01670といずれもO．1％で

　　有意な正の相関関係が認められた。

3．幼児の2回の捕球動作様式の評価結果の一致

　　率は85．9％であり，相関係数は0，911とO．1％

　　水準で有意な値であった。これらの結果は，

　　幼児の捕球動作様式の再現性が高いことを示

　　している。

4．筆者らの評価結果と，10名の保母による評価

　　結果の一致率は94．O％であり，相関係数は

　　r＝0，982とO．1％の水準で有意な値であった。

　　また分散分析の結果からも，観察的に評価す

　　る方法は，高い客観性をもつことが示された。

5．これらの結果は，動作様式を観察的に評価す

　　る方法が，幼児の捕球動作の発達を評価する

　　ために適用可能なものであることを示唆して

　　いる。
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